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～気仙沼管内の「頑張ってる！」を伝えたい～ 宮城県気仙沼保健福祉事務所

１０月１１日（金）気仙沼保健福祉事務所にて，保育所
・幼稚園職員，小中学校養護教諭等を対象に被災地感染症
予防対策セミナーを開催しました。

国立感染症研究所感染
症疫学センターの中島一
敏先生を講師にお招きし，
冬場に流行するノロウイ
ルス・インフルエンザ，
今年流行した風しん・手
足口病についての講話を
いただきました。
その後，当所職員がモ

デルとなり，個人防護服
（PPE）の着脱デモンス
トレーションと，参加者
全員でマスクと手袋の着
脱を実践しました。

参加者からは，「流行し
ている感染症への理解が深
まった。」，「消毒液の取扱
い方法，嘔吐物の処理等，
今後に活用できそう。」と
いった感想が多く寄せら
れ，感染症の流行時期を前
に予防への意識を高め，対
応方法の確認ができまし
た。

国立感染症研究所感染症疫学センター
中島一敏先生

防護服着脱の様子

１０月１７日（木）気仙沼保健福祉事務所にて，宮城県
ケアマネジャー協会気仙沼支部と当所主催による「医療機関
（医師・歯科医師・薬剤師等）とケアマネジャーの連携連絡
票説明会」を開催し，５０名を超えるケアマネジャーの皆さ
んに参加いただきました。

この連携連絡票は，平成２３年
８月に気仙沼地区地域医療委員会
内に設置された気仙沼・南三陸地
域在宅医療福祉推進委員会で，当
圏域での医療と介護の連携強化を
図るために，気仙沼市医師会・気
仙沼歯科医師会・気仙沼薬剤師会
の了解のもと作成されたもので
す。当圏域の医師・歯科医師・薬
剤師等とケアマネジャーの連携を
円滑にし，「顔の見える関係」・「信
頼関係」を構築することが目的で
す。

連携連絡票が適切に運
用され，要支援・要介護
状態にある方々が安心し
て日常生活を営むために
必要な保健・医療・福祉
サービスを，適切かつ効
果的に受けられることが
期待されています。

↑連携連絡票

東日本大震災で発生した震災廃棄物を処理している気仙沼
の小泉処理区では，廃棄物の焼却処理が８月で終了しました。
処理区内には巨大なテントが建設され，この中で２基の焼

却炉が周辺に影響を与えないように解体されていましたが，
１１月２２日で解体作業が終了しました。テントの解体撤去
も１２月中に終了する予定です。
また，南三陸地区の焼却炉は１０月２６日に，階上地区の

焼却炉は１１月１６日にそれぞれ焼却処理が終了しており，
同様に巨大テントを使った焼却炉の解体が行なわれます。

仮設テントの大きさは，奥行き60m，幅90m，高さ38mと国内最大です。

周辺に影響を与えないように焼却炉を

テントで覆い，管理された密閉空間内

で解体作業が行われました。

焼却炉解体の様子です。

１０月１０日（木），条南中学校で１年生を対象に薬物乱用
防止教室を開催しました。講師は薬物乱用防止指導員の幡野
玲子氏と，気仙沼警察署の亀山岳也氏にお願いしました。

幡野氏からは，大麻や覚
せい剤などの薬物の恐ろし
さと，薬物の誘いに乗らず，
心と体を健康に保つことの
大切さをわかりやすく教え
ていただきました。
亀山氏からは，薬物を乱

用すると逮捕されてしまう
ことや，薬物乱用者の多く
が未成年のうちに飲酒，喫
煙に手を染めていることを
教えていただき，皆さんは
真剣に聞き入っていました。
最後に，先生と保健所職

員が薬物を勧める役になり，
何人かの生徒さんに薬物を
勧められたときの断り方を
練習してもらいました。皆
さんはっきりと断ることが
できていました。断る練習の様子



１０月２８日（月）午前，美容組合気仙沼支部と当所と
の共催で，衛生消毒講習会を開催しました。
６９名の組合員が参加し，桐生保健所長による講義「み

やぎ健康２１第２次計画を読み解く～１００歳まで元気に
過ごすコツ～」と，吉田技師による講義「消毒液を作って
みましょう」を受講していただきました。
続いて，桐生保健所長からラジオ体操のポイントを学び

つつ，参加者全員で元気に楽しくラジオ体操を行いました。

同日午後は，理容組合気仙沼支部と共催で，衛生消毒講
習会を開催しました。
５６名の組合員が参加し，吉田技師による衛生管理に関

する講義と，気仙沼市総務部危機管理課村上主査による講
義「気仙沼市の被害状況と防災対策について」を受講して
いただきました。

【気仙沼市社会福祉協議会】

今回は，気仙沼市社会福祉協議会の芦立課長からお話を伺
いました。被災から再建した「大谷デイサービスセンター」
と「やすらぎデイサービスセンター」のことや，社協として
のこれからの取組についてお聞きしました。

「２つの新しいデイサ
ービスセンターの売り
は，ぬくもりを感じら
れる古民家風仕上げに
するとともに，「健康
志向」を前面に出し，
岩盤浴やラドン風呂を
備えた点です。
また，地域貢献の観

点から，休業日に施設
を地域に開放する取組
も行っており，世代間
交流の場としても活用
していただいていま
す。

両事業所とも震災
による津波で流され
てしまいましたが，
地元の人たちの理解
や支援があり，しば
らくは仮設での営業
を行っていました。
お風呂がないなどの
不便もありましたが，
継続して利用してい
ただいた利用者の存
在がありがたかった
です。

今後の取組として，現在気仙沼市と地域福祉活動計画を作
っています。そこでは，震災によって地域がダメージを受け
ている中，それに対し社協としてどのような支援をしていけ
るかがテーマとなっています。そして，介護だけでなく，利
用者やその家族の悩みや不安などの生活課題も包含してケア
していくことが必要であると考えています。デイサービスな
どの施設が媒介となり，社協全体として地域福祉にどう貢献
し，支援していくかがこれからの社協の使命になると思いま

【気仙沼市本吉総合支所保健福祉課 三浦祐子保健師】

本吉地域の母子保健に長年携
わり，震災で自らも被災しなが
らも地域のつなぎ役として復興
に向けて尽力してきた三浦さ
ん。今回，その功績が認められ，
１０月１７日に山形県で行われ
た『平成２５年健やか親子２１
全国大会』において母子保健功
労者表彰を受賞しました。
三浦さんによると，母子保健

とは，人生の基盤に関わるもの
で，生後２か月頃に感情が芽生
えて精神の基礎となり，また，
味覚も発達して食生活を初めと
した生活習慣の第一歩が始まる
ので，子どもの成長に関わることは，家庭生活に踏み込ん
だ保健活動が必要となり，そのためには地域住民との関係
づくりが大切とのことです。
三浦さんは「本吉地区は地域柄受け入れも良く，先輩保

健師がこまめな家庭訪問で住民との関係を築いてくれてい
たお陰でとても仕事がしやすかったです。今回の受賞は，
私ひとりのものではなく，先輩保健師の取り組みのおかげ
です。今後も地域の皆様が健康でいられるように，今回の
受賞を励みにして，頑張っていきたいです。」 と控えめに
喜びを話されました。

ふかひれさんの

今回のテーマは塩エコ(eco)です！

【塩エコ(eco)とは?】

塩の節約を意味します。塩は人体に不可欠ですが，

過剰摂取は高血圧の原因となるため，なるべく控え

ることが大切です

平成２２年度宮城県県民健康･栄養調査の結果，１日

当たりの食塩摂取量は，男性１１.９ｇ，女性１０.４ｇ
であり，目標とする男性９ｇ，女性８ｇより多い傾向に

あります。

そのため，宮城県では『減塩あと３ｇ！』を目標に，

塩エコ(eco)活動を普及啓発しています。

【具体的にどうしたらいいの？】
★ “だし”を効かせた料理で減塩に努めましょう。
★ 味噌汁は１日１杯に努めましょう。
★ 「ひと味何かが足りない・・・。」そんな時は！

ネギ，にんにく，しょうがなどの
薬味を足してみましょう。

宮城県では塩エコに関するパンフレ
ットを作成しています。塩エコ(eco)活動にご活用ください。

パンフレットPDFは，こちらか
らダウンロードできます。
http://www.pref.miyagi.jp/uploade
d/attachment/124287.pdf

http://www.pref.miyagi.jp/uploaded/attachment/124287.pdf
http://www.pref.miyagi.jp/uploaded/attachment/124287.pdf
http://www.pref.miyagi.jp/uploaded/attachment/124287.pdf


１０月１９日（土）宮城県難病相談支援センターの主催で，
気仙沼保健福祉事務所を会場に，難病医療講演会が開催され
ました。

今年度は膠原病
の患者・家族の方
及び保健・医療・
福祉関係者を対象
に，「膠原病の治療
について～新しい
治療も含めて～」
と題し，大崎市民
病院副院長の高井
修先生から病気の
原因や治療方法の
最新情報等の講演
をしていただきま
した。

講演の後は，全
国膠原病友の会宮
城県支部長の支倉
敦子氏が司会とな
って，参加者から
の相談・質問に高
井先生が回答する
時間が設けられた
ほか，参加者一人
ずつが近況や日常
生活で困っている
こと等を話し合う
交流会の時間も設
けられました。

講演会は終始和気あいあいとした雰囲気の中で進行し，参
加者は膠原病に対する知識を深めていました。

【特定非営利活動法人ハーモニーうたつ】

グループホーム「希望が丘」の運営主体「ハーモニーう
たつ」が平成２５年度精神保健福祉事業功労者表彰を受賞
されました。

地元住民が立ち
上げて平成１１年
から運営されてい
る「希望が丘」
役員の皆さん一同
からは，「途中は
様々な困難があっ
たが，受賞はこれ
からのパワーとな
る。」と喜びのコ
メントをいただき
ました。
利用者さんも，

「希望が丘」につ
いて，「気持ちが温かくなるところです。」と話され，文字
通り利用者にとっての「きぼう」となっていました。

最近，朝夕の冷え込みが急に厳しくなり，マスク姿の人
を多く見かけるようになりました。
この冬は，インフルエンザ対策をしっかりして，クリス

マスやお正月を楽しく過ごしましょう。

（次号は新年１月の発行予定
です。）

ケポニャン

気仙沼保健所では産廃Ｇメンによる不法投棄監視パトロ
ールを常時行っています。しかし，管内には山地も多く，
車両からの監視が難しい場所も含まれているため，１０月
２８日（月）にヘリコプターによるスカイパトロールを実
施しました。
前週は台風の通過による悪天候が多く，実施が危ぶまれ

ましたが，当日は快晴に恵まれました。ヘリには保健所の
廃棄物担当職員とＧメンの計３名が乗り込み，管内の状況
を空から確認しました。
往きは大島～市民の森～田束山～南三陸町入谷まで管内

を縦断しました。帰りはさらに内陸寄りのコースを気仙沼
まで引き返しました。上空から確認できるような不法投棄
は見つかりませんでしたが，引き続き不法投棄監視には重
点的に取り組んでまいります。

１０月３１日（木），気仙沼市田中前で「けんこうスクエ
ア」の開所式があり，当所からも保健所長が出席し，看板
の除幕式が行われました。

この「けんこ
うスクエア」は，
東北大学東北メ
ディカル・メガ
バンク機構で行
っている長期健
康調査（地域住
民コホート調査
や三世代コホー
ト調査）の気仙
沼地方の実施拠
点です。

施設内には視覚
・聴覚・体脂肪測定・骨密度などを始めとした，主に加齢
に伴って引き起こされる症状に関係した検査を実施できる
最先端の検査機器が各種配備されており，地域住民の方々
の健康支援と加齢に伴うさまざまな障害の早期発見にもつ
ながると期待されています。


